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│
│
ど
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
か
？

　
本
学
部
は
日
本
で
唯
一
の
生
産
工
学

部
で
す
。
工
学
の
専
門
知
識
修
得
に
加

え
て
、
経
営
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
素
養

を
身
に
つ
け
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
」
の
育
成
が
目
的
で
す
。
３
年
生
の

必
修
科
目
と
し
て
、
早
く
か
ら
企
業
や

官
公
庁
と
連
携
し
た
生
産
実
習
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
取
り
入
れ
、
将
来

働
く
姿
を
リ
ア
ル
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

課
程
の
構
築
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、
卒
業
生
は
就
業
後
数

年
た
つ
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
立
場

で
海
外
の
生
産
現
場
へ
赴
任
し
始
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
外

現
場
で
活
躍
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
の
育
成
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

│
│
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
育
成
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
海
外
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
考
え
、
３
つ
の
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。
１
つ
目
は
、
英
語
を
使
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
抵
抗
感
の

低
減
と
、
自
信
の
醸
成
。
２
つ
目
は
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
何
が

必
要
か
を
認
識
す
る
意
識
。３
つ
目
は
、

工
学
的
発
想
に
よ
る
協
働
的
課
題
解
決

能
力
の
養
成
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
達
成

目
標
を
も
と
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ

の
支
援
を
受
け
て
２
０
１
５
年
度
に
誕

生
し
た
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
通

称
＊「G

lo-B
E

」
で
す
。

│
│G

lo-BE 

の
内
容
や
特
徴
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　G
lo-B

E

は
２
つ
の
正
課
科
目
と

正
課
外
教
育
か
ら
な
り
（
次
頁
左
上

図
）、正
課
科
目
は
専
任
教
員
と
ベ
ネ
ッ

セ
グ
ル
ー
プ
の
講
師
が
共
同
で
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
正
課
科
目
の
１
つ
目
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル・ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
Ｇ

Ｂ
Ｅ
）」
で
す
。
主
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
へ
挑
戦
す
る
た
め
の
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
や
協
働
的
課
題
解
決
能
力
を
育

成
し
ま
す
。Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
演
習
で
、ベ
ネ
ッ

セ
ｉ- 

キ
ャ
リ
ア
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り

入
れ
、現
実
世
界
の
課
題
に
向
き
合
い
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
身
に
つ
け
、
論

理
的
交
渉
力
や
、
チ
ー
ム
で
課
題
を
解

決
し
て
い
く
力
を
磨
き
ま
す
。

　
正
課
科
目
の
２
つ
目
は
「
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」
で
す
。
ベ

ル
リ
ッ
ツ
と
連
携
し
た
少
人
数
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、
英
語
へ
の
抵
抗
感

を
な
く
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
て
ま
す
。
こ
れ
は
海
外
赴
任
者
向

け
の
メ
ソ
ッ
ド
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
正
課
外
教
育
は
自
宅
学
習
の
「 

英

語
イ
ン
プ
ッ
ト
（
e 

ラ
ー
ニ
ン
グ
）」

で
す
。
英
語
の
学
習
を
習
慣
化
し
、
語

彙
力
・
リ
ス
ニ
ン
グ
力
な
ど
を
向
上
さ

せ
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
あ
た
っ
て

は
、
知
識
先
行
で
な
く
、
ま
ず
経
験
し

て
気
づ
き
を
与
え
る
こ
と
を
重
視
し
ま

し
た
。Ｇ
Ｂ
Ｅ
で
は
、
海
外
展
開
を
し

て
い
る
企
業
に
訪
問
の
ア
ポ
を
取
り
、

質
問
を
考
え
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

そ
の
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

ま
す
。
教
員
は
必
要
な
事
前
準
備
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
行
い
ま
す
が
、
学
生
は
自

分
た
ち
だ
け
で
訪
問
し
、
成
功
体
験
も

失
敗
体
験
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
気
づ

き
を
得
ま
す
。授
業
を
受
け
る
ご
と
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
理
解
し
、
チ
ー
ム

で
課
題
解
決
す
る
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ

け
ば
、
専
門
の
学
び
へ
の
意
欲
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
英
語
が
苦
手
で
も
、
体

験
を
通
し
て
海
外
で
働
く
と
い
う
将
来

の
姿
を
動
機
に
す
れ
ば
、
苦
手
意
識
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
海
外
体
験
と
し
て
は
、
米
国

シ
ア
ト
ル
の
Ｅ
Ｌ
Ｓ（
全
米
最
大
の
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
語
学
学
校
）
で
、

希
望
者
に
よ
る
海
外
研
修
を
実
施
（
写

真
）
し
ま
す
。
３
年
生
向
け
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
も
検
討
中
で
す
。

│
│
な
ぜ
選
抜
制
に
し
た
の
で
す
か
。

　
学
科
単
位
で
人
数
枠
を
設
け
て
、
学

科
混
成
で
活
動
す
る
こ
と
か
ら
、
意
識

の
高
い
学
生
を
集
め
た
か
っ
た
の
で

す
。
彼
ら
が
自
分
の
所
属
す
る
学
科
に

戻
っ
た
と
き
、
他
の
学
生
に
よ
い
影
響

を
与
え
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
英
語
が
苦
手
な
理
系
学
生

が
多
い
状
況
の
中
で
50
名
の
定
員
が
充

足
で
き
る
か
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
入
生
へ
「
英
語
が
苦
手
で
も
よ

い
」
と
訴
求
す
る
と
、
２
５
０
名
以
上

が
応
募
。
学
科
ご
と
に
選
抜
を
行
い
、

結
果
的
に
は
51
名
の
学
生
を
学
科
の
偏

り
な
く
選
抜
で
き
ま
し
た
。

　
選
考
に
漏
れ
た
学
生
に
は
、 Glo-BE

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ
「
サ

マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
優
先
的
に
案
内

し
、
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

│
│
１
年
目
を
終
え
て
み
て
、
出
た

成
果
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
学
習
成
果
と
し
て
、
英
語
力
の
向
上

は
T
O
E
I
C 

の
得
点
な
ど
か
ら
明

ら
か
で
、
英
語
の
対
話
へ
の
抵
抗
感
は

低
減
し
て
き
て
い
ま
す
。
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
物
事
の
捉
え
方
や

視
野
が
広
が
っ
た
（
90
%
）」「
自
分
の

立
場
を
客
観
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
90
%
）」「
授
業
中
の
活
動
に

積
極
的
に
な
っ
た
（
93
%
）」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
、
学
生
は
気
付
き
、
意
欲
を

高
め
、そ
し
て
、行
動
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
２
年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
数
名
が
継
続
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
別

の
道
に
踏
み
出
し
た
者
も
い
ま
す
が
、

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
者
も
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

見
直
し
な
ど
、
選
抜
方
法
の
再
検
討
を

行
っ
て
、
継
続
的
に
参
加
で
き
る
学
生

を
選
抜
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま

す
。

　
学
外
の
方
と
共
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ

く
っ
た
こ
と
で
、
生
産
実
習
な
ど
、
本

学
部
の
持
つ
価
値
に
改
め
て
気
づ
き
、

そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
も
生
き

ま
し
た
。
今
後
も
学
外
の
意
見
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
日
本
で
「
唯
一
」
の
生

産
工
学
部
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
ユ
ニ
ー

ク
な
教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

一歩先を行く大学に聞きました！

さ
ま
ざ
ま
な
海
外
の
生
産
現
場
で

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
技
術
者
を
育
成

希望者は１年生の春休みの米国海外研修で、
他国学生と一緒に、語学研修を受講できる。
語学研修だけでなく、工場見学などのアクティ
ビティもある。
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グローバル
人材の育て方

就
業
後
数
年
で
の

海
外
赴
任
に
対
応

知
識
先
行
で
な
く

体
験
先
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

グ
ロ
ー 

ビ
ィ

グ ロ ー  ビ ィ継
続
参
加
で
き
る
学
生
の

選
抜
方
法
が
課
題

取材・文／十枝慶二　撮影／井上直哉（目黒スタジオ）

対象学生数

選抜方法

対象期間

教育内容

留学

１学年約50人　（入学定員1400人中）

エントリーシート、英語プレイスメントテスト結果、面談等

1～2年次

                英語インプット（eラーニング）

有料・希望者参加 （１年生春休みに２週間の海外研修）

グローバル人材育成プログラム：Glo-BE

Glo-BEプログラムの全体像

＊Global Business Engineer Program の略

１年

正
課

正
課

正
課
外

2年

グローバル・ビジネス
エンジニアリングⅠ

グローバル・ビジネス
エンジニアリングⅡ

英語コミュニケー
ション演習［基礎］ 

英語コミュニケー
ション演習［発展］

海外勤務経験者の体験談、
グローバル企業対象フィー
ルドワークなど

ディベート実践、企業人への
インタビューを通した異文化
理解など

基礎内容を踏まえ
より実用的な運用能力を養う

英語インプット（eラーニング）

TOEIC受検 TOEIC受検

少人数レッスンでリスニング
・スピーキングの実践

グローバル・ビジネスエンジニアリング、
英語コミュニケ―ション演習正課科目

正課外教育

海外研修（希望者のみ参加）


